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　A－49 貝瀬α)星味底分に関tり九‐特に有臓穀抑の汰割I' っヽバー
　　　　新潟大教育　o武　桓子　吉村洋子　大塚一止

的　旨昧発現の樹社知台目的r唯種食陥類のf味ベヤにいて試験を降臨11
ダ、SI和・旨昧に寄与すると考iりれり
め、キ秘､ｒは教権のs軸り式竹として爽験討卜た。
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